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令和2年産米の作柄と品質の概況 

　令和2年産水稲の予想収量と作況指数が9月30日に公表されました。滋賀県の予想収量は10aあたり509kgで前年並みとな
り、作況指数は98で「やや不良」となる見込みです。 
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滋賀県の作況指数
（9月15日現在）
【9月30日 近畿農政局公表】※（　）内は前年差

【滋賀県】
●10a 当たりの
　予想収量509㎏
　（前年産並）
●作況指数：98

【湖北】
●10a 当たりの
　予想収量492㎏
　（前年差+1㎏）
●作況指数：98

【湖南】
●10a 当たりの
　予想収量517㎏
　（前年産並）
●作況指数：98

全国の作況指数は101で「平年並み」
　北海道と東北、北陸は天候に恵まれて全もみ数が平年以上に確保され、登熟
も順調で「やや良」。

作柄概要 
●移植後、寒暖差が大きく活着遅れと5月中下旬の低温・日照不足により茎数が
少なく経過した。 
●生育期前半は、茎数不足の影響により穂数が少なかった。 
●8月の気温は、平年よりも高く推移し登熟は良好であった。品質については、
早生品種は、昨年ほどの異常高温ではなかったため良好であった。中生品種は、
高温で経過し未熟粒・乳白粒・カメムシ等による着色粒など品質が低下した。 
●病害虫では、7月の梅雨の影響により、いもち病の発生が見られた。害虫では、
10月に収穫を迎えた水稲では、トビイロウンカの発生が多かった。 

米検査状況
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２等以下の格付と主な要因(上位) 
格付種類 種類解説 要　　因

胴割粒 米粒に亀裂がある ●出穂後10日間の高温
●早期落水・刈遅れ

除青未熟粒
充実の不十分な粒で、玄米の厚みが薄く、
縦溝が深い
歪みや変形したものもある

●籾数過多
●登熟期の稲体の活力低下

カメムシ
着色粒

カメムシによる吸汁被害
イネシンガレセンチュウによる被害粒

●畦畔雑草でのカメムシ類の
増殖・適期防除の未実施
●種子消毒（ｲﾈｼﾝガﾚｾﾝ
ﾁｭｳ）の未実施

［持ち帰り検査含む］
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全体運／部屋の中を整理整頓すると頭の中もすっきり。迷ったら掃除をするのがお勧めです。野菜たっぷりの食事で開運
健康運／サウナや岩盤浴でじんわり汗をかいて　幸運の食べ物／ホウレンソウ


